
(別紙様式)

印平成３０年度 学 校 評 価 シ ー ト 学校名：和歌山県立たちばな支援学校 学校長名：小藪 千秋

。めざす 十分に達成した学校像 ・専門性と科学的根拠に裏付けられた確かな教育実践に取り組む学校 ・高等部卒業後の進路の充実
育てたい生徒像 （８０％以上）・自己の発達の可能性を最大限に伸ばそうとし、社会自立及び社会参加を目指して、 ・校区内の小中高等学校との定期的な交流学習の充実 Ａ

中期的な 達たくましく生きる児童生徒 ・特別支援教育におけるセンター的機能の充実
・校内の 環境の充実目標 ICT

Ｂ 概ね達成した。
本年度の重点目標 １ キャリア教育の視点に基づく授業実践力の向上を図る。 成 （６０％以上）

あまり十分でな(学校の課題に即 ２ 地域との協働や教育力を利用することにより児童生徒の学習活動の充実を図る。 Ｃ
（ ）し、精選した上 ・本校ホームページにて公表学校評価の 度 ４０％以上い。

３ 防災教育の充実を図る。 結果と改善で、具体的かつ
方策の公表 Ｄ 不十分である。明確に記入する）

４ の方法 （４０％未満）地域に根ざした学校として特別支援教育のセンター的機能を充実させる。

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （ ２月１ 日 現在 ） 平成３１年３月１８日 実施

現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等番号 達成度評価項目の達成状況

【学校評価アンケート】キャリア教育の視点に基づいた ・キャリア教育の視点をもとに 教科 国 ・目標に対する「評価の視点」の妥当･キャリア教育の視 ・年度末に校内報告会を実施･平成２８年度作成したリーフ 、 「

教育活動の重要性について共通理 語」の授業の充実に向け全校研修を９ 性を高めるため、さらに研修を深め 本校の教育活動全般については、学校評価アンケート点による「つけた し、各グループでの研修のレットの活用。
解はできている。今後はいかに日 回実施した。うち６回は学部縦割りの る必要があると思われる。 では、全項目で保護者、教職員ともに肯定的な回答が８い力」を意識した 成果と課題を確認する。
々の授業実践に活かしていくかが ８グループでの研修とし、そのうち３ ・２年間の教科の授業研究の成果を次 ０％を超えている。特に「児童生徒が生き生きと学校生授業実践が取り組
課題となる。教員の授業力向上、 回は８人の外部講師を招聘し、モデル 年度は各学部の授業に汎化し、検証 活を送れるように、授業や行事などで工夫した取り組みまれているか。 ・外部講師の指導・助言を基に、 ・外部アドバイザーの講評や Ａ
教科指導の充実、子ども軸から 授業(ビデオ)を基に授業のあり方等検 する。そのために、引き続き外部講 をしている 」では９７％が 「分かりやすく充実した授１ ･それぞれの教科の 「国語」の授業改善に取り組む ・ 教職員のアンケートによる。 。 、

だけでなく、教科軸からの視点も 討した。授業改善の視点や授業力向上 師に指導を仰ぎ、授業改善を確かな 業を行っている」では９５％が 「災害に関する危機管特性に応じ、指導 ・学校運営協議会の協議題の一つ 教職員の達成感や充実感の 、

入れた授業づくりに関する研修を につながるポイントを共有するととも ものとしていく予定である。 理体制を整備し災害安全に関する指導を行っている」で目標の精選や授業 とし、外部の方々の意見を得る 調査結果。
取り入れる必要がある。 に、他学部の取り組みに対する理解が ・学校運営協議会でキャリア教育につ は９０％が肯定的な回答であった。展開の工夫が図ら ことでキャリア教育の見直しや

深まった。 いての議論を一層深めて行く。 ○子どもが学んで来たことをよく吸収しているなと感じれているか。 充実を図る。
る。

○ひとり一人の良い面を引き出してくれている。従前から学校周辺地域や校 ･地域と協働した取組 ・地域の個人や各種団体と、本校 ・ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰの活用 ・理科や音楽、調理等、様々な分野の専門家 ・ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰについては、毎年担当してく

○個人に合わせた指導をしてくれている。区内の各市町及び児童生徒居 を実施することがで が協働できる取組を増やし児童 ・年２回の協働した取り組 による授業では、児童生徒は活発に学習に れる人が増加している。今後は年間を通

○お琴を演奏させてもらったりオーケストラを聴かせて住地校との関係を深め、学習 きたか。 生徒の活動を充実させる。 みを充実する。 関わることができた。 して継続した学びができるような形態を

もらったり良い経験をしている。活動を充実させる取組を進め ･地域との協働や交流 ・児童生徒の居住地校及び本校の ・高等部作業学習における ・高校生津波サミットでは記念品製作だけで 考えることも必要だと思われる。

○子どもが地域に出たり、一般の方が来校されるのでいてきた。 学習に児童生徒が興 近隣校との交流を図る。 地域販売の実施 なく歓迎 への出演や歓迎式典での英語 ・地域の小中高等学校との交流についてDVD
いと思う。２ （年間３回以上） Ｂ今後は個々の取り組みを系統 味関心を持って取り ・ 世界津波の日」高校生サミット「 スピーチなどにも取り組んだ。 は、互いの理解を一層深めることができ

○もう少し地域の小学校と交流して欲しい。立てて充実・発展させていく 組むことができてい に向け、高等部作業班で、記念 ・小中高等学校との交流学 ・地域との共働については、校舎改築等の関 るような形態の研究が必要である。

○子どもたちが歩行で近所を歩くのは地域を巻き込んだ体制作りが必要であると思わ るか。 品３００個を製作する。 習等の充実 係で十分に行うことができなかった。 ・地域販売については役場や企業にも協力

連携に繋がると思う。れる。 ・小、中、高等学校との交流は予定通り実施 をお願いしながら販路を拡め、本校及び

○色々なパターンの避難訓練を子どもたちが落ち着いてすることができた。 児童生徒の理解につなげたい。

行動できるように工夫している。

・避難訓練については当初の予定の他に ・避難訓練は今後も様々な場面を想定災害発生時に適切な行動が ･現実の災害時に適切 ・計画的・組織的な防災学習の実 ・年２回の地震津波避難訓
練の実施 【学校運営協議会の委員の意見】とれるよう、継続的・計画的 に判断し行動できる 実施。 スクールバスからの津波避難訓練を行 したものを継続して行い、修正を加

い、具体的な課題を認識することがで えて行く必要があると思われる。 ○わかる授業の充実に取り組んでいると感じている。に避難訓練や防災教育に取り ための防災教育やマ .・消防署、警察署と連携
きた。 ・災害時の児童生徒の安全確保につい ○社会で求められている常識や能力が一般就労を目指す組んでいる。災害時の避難所 ニュアルが整えられ した避難訓練等の実施

・育成会では役員会で話し合うとともに ては日頃から保護者の理解が不可欠 生徒にとって職場での定着という面で大きな力を持っ３ 運営等について地元行政機関 ているか。
ヘルプカード制作に着手した。 であるため今後も防災についての検 ているので一層高めていただきたい。との更なる連携 強化が求め 育成会(ＰＴＡ)と学校防災に係・ ・育成会役員会で、防災を Ａ

・地域合同避難訓練は日程の関係で近隣 討を依頼していく。 ○学校が所在する地区に公開授業の案内をすると良い。られる。 ･地域・関係機関と連 る課題を共有し、保護者の意識 取り上げ検討する時間の
の保育所と合同で実施した。 ・地域住民や町等の行政機関との連携 ○自転車通学生の避難訓練はリーダーがきちんとしてい携した防災体制整備 の高揚を図る。 確保（定例化 。）

・地域住民や町との連携は鍵の保管や連 については、今後も区長や町担当者 て素晴らしかった。が進められたか。
絡先の確認、防災倉庫の設置など一定 と定期的に話し合いを持つことが必 ○広川町という立地のもとで、学校から発信される情報・地域住民や広川町等の行政機関 ・年１回の地域合同避難訓
の成果を得ることができた。 要である。 と防災活動は地域との融合にも寄与していくと思う。との連携強化。 練の実施と総括

○学校開放等地域に密着した取り組みが必要。

・地域のこども園、小中学校に対しては ・センター的機能が引き続き発揮でき ○事業主や企業の人事担当者等に対して、もっとアピー本校が有田・日高地方の特 ･センター的機能の充 ・校区内の学校や教育行政機関等 ・教育相談等地域における
センター的機能を十分に発揮すること るように関係機関との連携を強化し ルする必要がある。別支援教育のセンター的な役 実が図られたか と協働した支援を行う。 特別支援教育に関する啓
ができた。高等学校に対しては通級指 ていく必要がある。また、高等学校 ○高等部生が地域で販売活動を行ったり高校と交流して割を担っていることについて 発活動の充実
導で連携を始めた程度である。 に対してセンター的機能の内容の周 いることを小中学部の保護者に知らせれば 「地域と４ は一定の理解を得ているが、 、

・ＨＰについては、定期的な更新を行う 知が必要であると思われる。 ともにある学校 「開いている学校」につながってい学校運営協議会等に意見を頂 ･学校の情報発信力が ・ＨＰや配布物等を通して教育活 ・ＨＰの定期的な更新 Ｂ 」

ことができなかった。情報発信の他の ・ＨＰの更新については、担当者が計 く。きながら本校の教育活動に関 高まったか 動に関する情報を発信する。 ・地域住民等への聴き取
手段として、学校運営協議会の提案も 画的に取り組むことができるよう役する情報発信の充実が必要だ ・学校運営協議会の協議題の一つ り調査。
あり、町の広報紙や地元新聞社に生徒 割分担の見直し等に努める必要があと思われる。 とし情報発信の方法の改善や充
の活動を掲載して頂いた。 る。実を図る。


